
１
の
生
物
学
的
製
剤
の
表
乾
燥
ま
む
し
ウ
マ
抗
毒
素
（
乾
燥
ま
む
し
抗
毒
素
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５
価
経
口
弱
毒
生

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン

2¶
1
8
7¶
3
0
0円

内
容
量
が
２

m
L
で
あ
る
と
き
。

1
0本

平成™›年˜月˜Ÿ日 水曜日 第œ�˜ 号官 報

２
の
生
物
学
的
製
剤
の
項
乾
燥
ま
む
し
ウ
マ
抗
毒
素
（
乾
燥
ま
む
し
抗
毒
素
）
の
目
の
次
に
次
の
一
目
を
加
え
る
。

５
価
経
口
弱
毒
生
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

生
物
学
的
製
剤
基
準
の
５
価
経
口
弱
毒
生
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
条
の

3
.
5
.
3に
規
定
す
る
試
験
法
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
七
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
一
月
五
日
を
期
限
と
し
て
返
納
す
る
よ

う
命
じ
た
が
、
同
期
限
ま
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
左
記

冒
頭
に
記
載
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

失
効
年
月
日

発
行
年
月
日

旅
券
番
号

平
成
2
4年
１
月
５
日

2
0
1
1年
１
月
1
4日

Ｔ
Ｋ
3
6
4
2
7
6
7

平
成
2
4年
１
月
５
日

2
0
1
0年
１
月
2
9日

Ｔ
Ｋ
1
1
1
4
3
7
2

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
十
三
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
薬
事
法
施
行
令
（
昭
和
三
十

六
年
政
令
第
十
一
号
）
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
条
ま
で
並
び
に
薬
事
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一

号
）
第
百
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
薬
事
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
検
定
を
要
す
る
も
の

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
等
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
十
四
号

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
四
条
第
五
項
第
一
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
医
薬
品
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
八

十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

第
百
二
十
六
号
を
第
百
二
十
七
号
と
し
、
第
百
二
十
三
号
か
ら
第
百
二
十
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
百

二
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

百
二
十
三

二
e

﹇
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
e

四
e

（
四
e

ク
ロ
ロ
フ
エ
ニ
ル
）シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
﹈
e

三
e

ヒ
ド
ロ
キ
シ
e

一
・

四
e

ナ
フ
ト
キ
ノ
ン
（
別
名
ア
ト
バ
コ
ン
）
及
び
そ
の
製
剤

３
試
験

3
.
1
培
養
細
胞
の
試
験

培
養
細
胞
の
５
％
に
当
た
る
量
又
は

5
0
0
m
L
以
上
に
相
当
す
る
量
を
対
照
培
養
細
胞
と
し
、

3
.
1
.
1の
試
験
を
行

う
。ま
た
、
対
照
培
養
細
胞
を
、
ウ
イ
ル
ス
を
接
種
す
る
こ
と
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
培
養
と
同
等
の
条
件
で
培
養
す
る
と

き
、
8
0％
以
上
が
使
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
確
認
さ
れ
た
細
胞
に
つ
い
て
3
.
1
.
2の
試
験
を
行
う
。

さ
ら
に
、
培
養
終
了
時
の
細
胞
上
清
に
つ
い
て
3
.
1
.
3及
び
3
.
1
.
4の
試
験
を
行
う
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
十
五
号

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、生
物
学
的
製
剤
基
準（
平

成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

医
薬
品
各
条
の
部
乾
燥
ま
む
し
ウ
マ
抗
毒
素
（
乾
燥
ま
む
し
抗
毒
素
）
の
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

５
価
経
口
弱
毒
生
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

１
本
質
及
び
性
状

本
剤
は
、
Ｇ
１
、
Ｇ
２
、
Ｇ
３
、
Ｇ
４
及
び
Ｐ
［
８
］
型
の
ヒ
ト
`
ウ
シ
再
集
合
体
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
ウ
イ
ル
ス
」
と
い
う
。）を
含
む
微
黄
色
又
は
微
帯
赤
黄
色
の
澄
明
な
液
剤
で
あ
る
。

２
製
法

2
.
1
原
材
料

2
.
1
.
1
ウ
イ
ル
ス
・
シ
ー
ド
ロ
ッ
ト

本
剤
の
製
造
に
適
当
と
認
め
ら
れ
た
ウ
イ
ル
ス
株
を
用
い
て
、
マ
ス
タ
ー
・
シ
ー
ド
ロ
ッ
ト
を
作
製
す
る
。
マ
ス

タ
ー
・
シ
ー
ド
ロ
ッ
ト
を
培
養
し
、
分
注
し
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ
ー
ド
ロ
ッ
ト
を
作
製
す
る
。
た
だ
し
、
定
め
ら

れ
た
条
件
の
下
で
継
代
を
行
い
、
か
つ
、
そ
の
継
代
数
が
所
定
の
継
代
数
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

2
.
1
.
2
セ
ル
・
バ
ン
ク

本
剤
の
製
造
に
適
当
と
認
め
ら
れ
た

V
e
ro細

胞
を
用
い
て
、
マ
ス
タ
ー
・
セ
ル
・
バ
ン
ク
を
作
製
す
る
。
マ
ス

タ
ー
・
セ
ル
・
バ
ン
ク
を
培
養
し
、
分
注
し
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
セ
ル
・
バ
ン
ク
を
作
製
す
る
。
た
だ
し
、
定
め
ら

れ
た
条
件
の
下
で
継
代
を
行
い
、
か
つ
、
そ
の
継
代
数
が
所
定
の
継
代
数
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

2
.
1
.
3
培
養
液

細
胞
培
養
及
び
ウ
イ
ル
ス
培
養
に
は
、
適
当
な
細
胞
増
殖
因
子
、

0•
0
0
2ｗ
／
ｖ
％
以
下
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
レ
ッ
ド

及
び
必
要
最
小
量
の
抗
生
物
質
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
。

2
.
2
原
液

2
.
2
.
1
細
胞
培
養

細
胞
培
養
は
、
凍
結
保
存
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
・
セ
ル
・
バ
ン
ク
か
ら
行
い
、
か
つ
、
そ
の
継
代
数
が
所
定
の
継

代
数
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

培
養
細
胞
に
つ
い
て
、
3
.
1の
試
験
を
行
う
。

2
.
2
.
2
ウ
イ
ル
ス
浮
遊
液

培
養
細
胞
に
ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ
ー
ド
を
接
種
し
、
適
当
な
培
養
条
件
で
ウ
イ
ル
ス
を
増
殖
さ
せ
た
後
、
ウ
イ
ル
ス

浮
遊
液
を
得
る
。

ウ
イ
ル
ス
浮
遊
液
に
つ
い
て
、
3
.
2の
試
験
を
行
う
。

2
.
2
.
3
濃
縮
及
び
ろ
過

ウ
イ
ル
ス
浮
遊
液
を
適
当
な
方
法
で
濃
縮
及
び
ろ
過
し
、
こ
れ
を
原
液
と
す
る
。

原
液
に
つ
い
て
、
3
.
3の
試
験
を
行
う
。

2
.
3
最
終
バ
ル
ク

Ｇ
１
、
Ｇ
２
、
Ｇ
３
、
Ｇ
４
及
び
Ｐ
［
８
］
型
の
原
液
を
適
当
な
緩
衝
剤
を
含
む
溶
液
等
で
希
釈
混
合
し
、
最
終

バ
ル
ク
を
作
る
。
適
当
な
安
定
剤
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
終
バ
ル
ク
に
つ
い
て
、
3
.
4の
試
験
を
行
う
。

〇
法
務
省
告
示
第
二
十
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
中
華
人
民
共
和
国

を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士
と
な
る
資
格
を

承
認
し
た
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日法

務
大
臣

小
川

敏
夫

氏

名

李

芸

生
年
月
日

千
九
百
七
十
五
年
六
月
二
十
六
日

国

籍

中
華
人
民
共
和
国

〇
法
務
省
告
示
第
二
十
一
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護

士
と
な
る
資
格
を
承
認
し
た
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
八
日法

務
大
臣

小
川

敏
夫

氏

名

モ
ー
ク
・
マ
ー
ド
ッ
ク

生
年
月
日

千
九
百
七
十
三
年
八
月
二
十
九
日

国

籍

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

›
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